
令和4（2022）年度　　倫理審査承認研究課題

承認番号 区分 所属 申請者 研究課題

2015-04 変更・報告 防災・減災教育支援室 佐々木　千穂 重度肢体不自由児者のコミュニケーション支援に関する研究

2016-01 報告 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 脳損傷者の社会的予後に関するコホート研究

18063 変更・報告 医学検査学科 安楽　健作 血小板機能の保持効果をもつ薬剤の開発

19001 報告 医学検査学科 川口　辰哉
熊本県感染管理ネットワークのサーベイランスシステムと連動した薬剤耐性菌の分子疫学

解析

19026 報告 リハビリテーション学科 井﨑　基博 自閉症スペクトラム症児における「他者との同期」現象の定量化

20010 報告 医学検査学科 古閑　公治 新しい非接触型測定装置を用いた摂食嚥下機能評価法の基礎的研究

20021 変更 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 言語聴覚士自己効力感尺度の開発

20027 報告
健康・スポーツ教育研究セ

ンター
益満　美寿

感覚運動遊びプログラムの経験が小学生の身体的能力および心理的健康感へ与える影

響の検証

20037 報告 看護学科 荒尾　博美 日常生活の援助を必要とする高齢者の睡眠を促す足浴方法の検討

20040 報告 リハビリテーション学科 松尾　崇史

プリズム順応が360°水平空間における音源定位（多方向性注意）に与える効果検証

【研究Ⅰ】健常成人に対するプリズム順応が360°水平空間における音源定位（多方向

性注意）に与える効果検証【研究Ⅱ】左半側空間無視に対するプリズム順応が361°水

平空間における音源定位（多方向性注意）に与える効果検証

20041 報告 リハビリテーション学科 山野　克明 作業療法士が職業倫理に対して抱く意識の調査

21021 報告 リハビリテーション学科 宮田　浩紀 地域在住高齢者の社会的フレイルに対する複合プログラムの効果

21031 報告 リハビリテーション学科 吉田　理恵 乳がんの治療体験が口腔内症状と口腔関連QOLに与える影響について

21038 報告 リハビリテーション学科 宮本　恵美 姿勢の違いによる嚥下機能の変化についての検討

22001 新規 リハビリテーション学科 吉村　友希
作業療法学生対象の精神障害領域実習自己効力感育成のためのシミュレーション教育

開発

22002 新規 リハビリテーション学科 鏑木　誠 立位の体幹屈曲伸展動作時における屈曲弛緩現象と腰痛予防の研究

22003 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀 学校支援ボランティアを通した学生の学びの可能性

22004 新規 リハビリテーション学科 畑添　涼 観察・模倣する表情の違いが記憶成績に及ぼす影響の検討

22005 新規 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 学生における言語聴覚士自己効力感尺度の応用可能性の検討

22006 新規 リハビリテーション学科 畑添　涼 既知相貌と未知相貌における顔認知の違いについての検討

22007 新規 リハビリテーション学科 山本　良平
学生の習熟度を基に設定できる新たな練習法の開発：関節可動域測定の技術習得に

向けて

22008 新規 共通教育センター 水本　豪 脳損傷に伴う言語障害に及ぼす言語心理学的要因の検討

22009 新規・報告 リハビリテーション学科 松原　慶吾
臨床実習後客観的臨床能力試験OSCEの有用性とOSCEで用いるルーブリック成績表の

作成および信頼性の検討

22010 新規 看護学科 久松　美佐子 離島へ退院する精神科入院患者の退院や退院支援への思い

22011 新規 リハビリテーション学科 松原　慶吾
摂食嚥下機能に関する包括的検査体験が高校生に及ぼす影響

～高齢者の健康寿命延伸および言語聴覚士についての認識・関心について～

22012 新規 リハビリテーション学科 兒玉　成博 利き手者別における聴覚情報処理検査および聴生脳幹反応の相違

22013 新規・報告 医学検査学科 原口　実紗 超音波剪断波エラストグラフィを用いた筋硬度（筋スティフネス）評価の検討

22014 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀 コロナ禍における重症心身障害児の感染対策と家族が抱えるストレスや不安に関する調査

22016 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀 課題の音読速度の違いがウェクスラー記憶検査・論理的記憶Ⅰの検査成績に及ぼす影響

22017 新規 リハビリテーション学科 本田　啓太
陸上長距離選手のレース中の走行フォーム変化に影響を及ぼす身体・技術・精神的要因

の解明

22018 新規 リハビリテーション学科 吉村　友希
日誌を活用した遠隔授業における，自己調整学習方略の使用を意識させる介入の効果

の検討
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22019 新規 リハビリテーション学科 大塚　裕一 言語性短期記憶に復唱の回数が及ぼす影響

22020 新規 リハビリテーション学科 山野　克明 外国人留学生の医療機関へのアクセス支援のあり方に関する研究

22021 新規 看護学科 久松　美佐子 離島における精神障害者のその人らしい地域生活に必要な支援の探索

22022 新規 看護学科 久松　美佐子 離島における遠隔技術を用いた精神障害に対応した地域包括ケア支援ツールの開発

22023 新規 キャリア教育研修センター 飯山　有紀
軽度認知障害（MCI）診断直後の支援において認知症疾患医療センタースタッフが抱え

る困難

22024 新規 看護学科 久松　美佐子
地域で生活する精神障害者の生活の質に影響する要因の探求

―都市部・へき地・離島の比較―

22025 新規 看護学科 久松　美佐子 離島へ退院する精神科入院患者に対する退院支援

22026 新規 リハビリテーション学科 本田　啓太
膝前十字靭帯損傷スクリーニング評価課題中の膝関節動的安定性に関する男女差の検

討

22027 新規 リハビリテーション学科 松尾　崇史
手の運動学習とプリズム順応後の後効果の関係

～ボールローテーション課題を用いて～

22030 新規 共同研究講座 松原　朱實 ISO　15189審査実施方法に関するアンケート研究

22031 新規 看護学科 原口　真由美
二年次基礎看護実習Ⅱのルーブリックを用いた評価における考察　－学生と教員評価の

分析から－

22032 新規 リハビリテーション学科 岩下　佳弘 老後の自宅生活継続のための準備状況

22033 新規 リハビリテーション学科 永友　真紀
健常児における1桁同士の足し算の獲得過程

－計算方略、反応時間、関連する認知的要因からの検討－

22034 新規 リハビリテーション学科 飯山　準一 1,8-cineole吸入が高齢者の脳機能に及ぼす影響とそのメカニズム解明

22036 新規・報告 リハビリテーション学科 久保　高明 ホエイがメンタルヘルスにもたらす効果の検討

22037 新規 リハビリテーション学科 本田　啓太 荷重面の凹凸調整が可能なクッションが座位姿勢保持時の座面圧力に及ぼす影響

22038 新規 リハビリテーション学科 山本　良平 意識的な音楽聴取が運動学習に及ぼす影響

22040 新規 リハビリテーション学科 松尾　崇史 プリズム順応による半球間抑制が健常者の言語流暢性課題に与える影響

22042 新規
学生相談・修学サポートセ

ンター
岩村　純子 看護学生の長期臨地実習に向けたストレスマネジメントに関する研究

22043 新規 リハビリテーション学科 本田　啓太 Azure Kinect を用いた歩行動作解析における下肢運動学的変数の信頼性

22044 新規 リハビリテーション学科 久保　高明 咀嚼筋への温熱療法が咀嚼効率に及ぼす影響

22045 新規 看護学科 川口　弥恵子
看護師の専門性の（再）定義と看護基礎教育への援用の可能性――日本の看護師を

対象としたエスノグラフィ

22046 新規 リハビリテーション学科 枝尾　 久美 股関節周囲の筋力がジャンプの滞空時間に与える影響

22047 新規 リハビリテーション学科 池嵜　寛人 熊本保健科学大学言語聴覚学専攻卒業生の動向

22048 新規 リハビリテーション学科 山本　良平
心肺蘇生技術の長期的学習に対するフィードバックタイミングの重要性とフィードバック時の

自己効力感及び運動イメージに及ぼす影響に関する研究

22049 新規 リハビリテーション学科 松原　慶吾 口腔機能と嚥下関連筋サルコペニアの経時的変化との関連について

他機関一括審査に基づく実施許可

― 新規 共通教育センター 水本　豪
健常児・者を対象とした包括的言語検査に基づいた認知神経心理学的評価基

準の開発


